
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．背景と目的 
我が国のエコツーリズム（以下，ETと記す。）は開発途上国や

諸外国の自然保護区で行われる観光活動と異なり，身近な自然環

境を観光資源化し持続的に活用するという観点に立ち，「日本型」

と称される独自の発展をしている 1）。日本型ET は，自然観光資

源（以下，資源と記す。）に学術的な貴重性や世界的な代表性がな

くとも，観光者が一見しただけでは理解が難しい自然環境の特徴

やそこに育まれる歴史・文化をガイド従事者の案内と解説により

理解を深め，資源化することに特徴がある。身近な自然環境の資

源は，原生的な自然環境の資源に比べ，素人が価値を理解するこ

とは困難であるため，ガイド従事者の案内や解説はますます重要

になる。また，ガイド従事者には，資源保護に対する役割も期待

され 1）2），特に学術的な価値が定まった原生的な自然環境での資

源保護では，ガイド従事者が積極的に保全活動を実践する事例が

報告されている 3）。 
しかし，身近な自然環境の資源を保護する場合，学術的に価値

が定まった資源は限られるため，地域毎の価値基準に基づく資源

には順応的な対応が求められると考えられる。そのため，ガイド

従事者が資源保護に参加する際には，地域の資源が発掘され整備

された歴史を考慮することが必要であると考えられる。しかし，

身近な自然環境における資源保護とガイド従事者の関係を明らか

にする研究はみられない。 
そこで本研究では，身近な自然環境を特徴とする国立公園でエ

コツーリズムを推進する地域において，資源開発の経緯を時代区

分により整理した上で，資源調査に着目し，資源とガイド従事者

の関係を明らかにすることを目的とした。 
本研究の資源とは，地形・地質・動植物および自然環境に関わ

るもので，ガイド従事者が案内や解説の対象とする資源である。

ガイド従事者とは，プロフェッショナルやアマチュア（ボランテ

ィア）の別はなく，観光者や地域住民に対して，資源を案内する

機会を持つ人材とする。 

２．研究対象と方法 
（１）研究対象地概要 
研究対象地は，長崎県佐世保市九十九島地域とした。当該地域

は，1955年に五島地域と平戸地域と共に，外海多島海景観の西海

国立公園に指定され，微小多島海景観が特徴である 4）。西海国立

公園は，自然林の割合は低く，自然林に近いが人の手が加わった

二次林を主とする植生自然度分布であり（図－１），国立公園中３

番目に原生的な自然環境の少ない，身近な自然環境を特徴とする

国立公園である 5）。佐世保市（以下，市とは佐世保市を指す。）は

環境省 ET 推進事業のモデル地区であり，ET 推進事業終了後も

積極的にETに取り組む自治体である。 
（２）研究方法 
本研究は文献調査およびヒアリング調査により実施した。 
文献調査の資料は，市の観光行政に関わる事業報告書および国

立情報学研究所論文情報ナビゲータ（CiNii）の検索による「西海

九十九島エコツーリズムの展開における自然観光資源とガイド従事者の関係 
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図－１，西海国立公園の植生自然度 
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国立公園」「九十九島」のいずれかのキーワード含む学術論文を対

象とした。年表は，佐世保のあゆみ 6），西海国立公園 50 周年基

本構想 7），市文化基本計画 8）の各年表を参照し作成した。 
ヒアリング調査については，60～90分程度の対面式面接法によ

り 2011 年 3 月 7~11 日に環境省佐世保自然保護官 1 名，市企業

立地・観光振興局2名，市環境保全課2名，市農林商工部農林整

備課 1 名，させぼパール・シー株式会社エコツアー室室長 1 名，

九十九島ビジターセンター（九十九島調査室）1 名，ふるさと自

然の会副会長1名，九十九島の会会長1名，シーカヤック事業者

FおよびUの各代表1名，ダイビング事業者Wの代表1名の計

13名に実施し，電話による補足調査も実施した。また，ヒアリン

グ調査を裏付ける資料として新聞記事注1）を利用した。 
そして，九十九島の観光資源に係る歴史的出来事を，観光施設

の整備に関する「観光施設」，観光情報の整備や発掘に関する「観

光情報」，法令やガイドラインに関わる「ルール」，ガイド従事者

が関わる「ガイド」に分類し，その分類結果から時代を区分した。 
最後に，資源調査の調査主体を明らかにし，調査主体がガイド

従事者と関係する資源調査の特徴を把握することで，資源とガイ

ド従事者との関係を明らかにした。 

３．結果 
（１）時代区分 
表－1 は，九十九島地域の観光資源に係る出来事を 4 つに区分

した年表である。時代区分は以下のようである。 
Ⅰ期：国立公園指定期（1945年～1955年） 
佐世保は明治期から第二次世界大戦まで軍港として栄え，九十

九島は長く軍用地として保護されたため，名勝地とは思っても実

地に立ち入った人はほとんどいなかった 9）。終戦で海軍は解体し，

軍事産業で栄えていた市は新たな地域産業を必要とした。そこで，

西海国立公園指定による観光振興を目指し，1951年に中田正輔市

長を会長とする西海国立公園期成会が設立した。学術報告書の作

成のため，同年に西海国立公園候補地学術調査委員会が設立され

た。1953年に西海国立公園候補地の「自然公園計画調査」が実施

された 10）。観光施設整備は，1952年に九十九島遊覧船が就航し，

翌年に現在の鹿子前集団施設地区に市営水族館が開館するなど観

光施設の整備が進んだ。 
この時期は西海国立公園の指定を目指す取り組みが行われてい

るため，この時期を国立公園指定期とした。 
Ⅱ期：公園施設整備期（1956年～1991年） 
国立公園指定後は，九十九島の景観を楽しむための展望台の整

備（1959年石岳展望台，1965年弓張岳展望台，1983年展海峰展

望台）や鹿子前集団施設地区を中心とする園地整備および関連す

る道路整備が実施され，1983年佐世保海洋リゾート構想や1989
年パールシーリゾート構想が策定された。 
この時期は観光施設の整備が中心として実施されているため，

公園施設整備期とした。 
Ⅲ期：資源情報整備期（1992年～2003年） 

1992年にふるさと創成事業の一環として，市民文化の構築とそ

の担い手となる人材を育てることを目的に「させぼ塾」が設立さ

れた 11）。させぼ塾はふるさと創生基金をもとにした補助金を財源

とし，「こだわり塾」という佐世保の文化を培うことを目的とした

市民活動団体に，年間 50 万円を限度に助成金を交付するもので

あった 12）。させぼ塾の当初の成果として，1993 年の佐世保の自

然・人・文化をテーマとする「文化誌西海人」13）と海と共生する

佐世保をテーマとする「99DICTINARY（九十九島事集め）」14）

が発行された。1996 年に市の 571 種の動植物を生息域の特徴と

写真で紹介した「させぼ自然ガイドブック」が発行された 15）。編

集は，こだわり塾の一つ「佐世保自然探検隊」である。隊員の有

志により，市の代表的な市民自然保護団体である「ふるさと自然

の会（以下，自然の会と記す。）」が設立された。表－2 に自然の

会の概要を示す。自然の会は，1997年より市レッドリストを整備

する調査を開始した。 
市は 1999 年を「九十九島の年」とし，九十九島の PR 活動を

実施した 16）が，九十九島の島数といった基礎的な情報が乏しい

ことが判明した 17）。そこで，1999年11月に市民と協働で行う九

表－1 九十九島地域の観光資源に係る時代区分年表 

西暦 元号出来事 施
設 

情
報 

ル
ー
ル 

ガ
イ
ド 

区
分 

1945 S20 終戦により佐世保鎮守府解体  
Ⅰ
期
：
国
立
公
園
指
定
期 

1951 S26
西海国立公園指定期成会結成  
西海国立公園候補地学術調査委員会設立  ○

1952 S27 九十九島遊覧船就航 ○

1953 S28
市営水族館が鹿子前に開館 ○

西海国立公園候補地学術調査報告書完成  ○

西海国立公園候補地自然公園計画調査 ○ ○

1955 S30 西海国立公園指定  ○

1959 S34 石岳展望台完成 ○

Ⅱ
期
：
公
園
施
設
整
備
期 

1961 S36 石岳から鹿子前までの観光道路完成 ○

1963 S38 国民宿舎「九十九島荘」開業 ○

1965 S40 弓張岳展望台完成 ○

1975 S50 鹿子前新道開通 ○

1977 S52 ダイビング事業者W営業開始  ○

1979 S54 鹿子前観光ターミナル落成 ○

1980 S55 鹿子前トンネル開通 ○

1983 S58
（市）佐世保海洋リゾート構想 ○

展海峰展望台完成 ○

1989 H元
（市）パールシーリゾート構想  
シーカヤック事業者F営業開始  ○

1990 H2 させぼパール・シー株式会社設立 ○

1992 H4 ふるさと創生事業により「させぼ塾」設立  ○

Ⅲ
期
：
資
源
情
報
整
備
期 

1993 H5
（させぼ）文化誌西海人発行  ○

（させぼ）99DICTIONARY（九十九島事集め）発行  ○

1994 H6
西海パールシーセンター（博物展示施設）開設 ○

シーカヤック事業者U営業開始  ○

1996 H8
（させぼ）させぼ自然ガイドブック発行  ○

ふるさと自然の会設立  

1997 H9
（市）市環境基本計画策定  ○

（自然の会）市レッドリスト作成のための調査開始  ○

1998 H10 （パ）エコツアー事業（無人島上陸）開始  ○

1999 H11

（市）「九十九島の年」のPRイベント開催  
（パ）ヨットセーリング体験開始  ○

（市）九十九島の数調査研究会発足  ○

（市）西海パールシーリゾート再活性化基本計画  
2000 H12 （市）九十九島基礎調査事業  ○

2001 H13
（市）西海国立公園南九十九島地域自然体験型利用推進基本構想  ○

（市）九十九島の数は208と発表  ○

九十九島の会発足  ○

2002 H14

（パ）九十九島調査室開室  ○

（調査室）九十九島調査業務開始（市から受託）  ○

九十九島ボランティアガイド発足  ○

市レッドデータブック発行（旧市域）  ○ ○

2003 H15 （島の会）松くい虫被害木調査開始  ○

2004 H16

ET推進事業モデル地区指定  

Ⅳ
期
：
Ｅ
Ｔ
ル
ー
ル
検
討
期 

（モデル）既存人材の調査  ○

（モデル）既存エコツアープログラム調査  ○

（モデル）佐世保ET推進検討会設置  ○

（調査室）九十九島208の島名調査  ○

（島の会）子どもET in九十九島開始  ○

2005 H17

吉井町・世知原町合併  
（パ）小型船事業開始  ○

（モデル）させぼET基本方針策定  ○

（モデル）佐世保ET推進協議会設置  ○

（市）市環境基本条例制定  ○

2006 H18
小佐々町・宇久町合併  
（モデル事業）させぼET基本計画策定  ○

2008 H20
（市）佐世保ET推進委員会設置  ○

（委員会）させぼETガイドライン策定  ○

2009 H21
九十九島ビジターセンター開設 ○

九十九島ET利用ルール策定検討業務実施  ○
注1）施設：観光施設の整備に関する出来事，情報：観光情報の整備や発掘に関する出来事，ルール：法令

やガイドラインに関わる出来事，ガイド：ガイド従事者が関わる出来事を示す 
注2） （させぼ）：させぼ塾，（自然の会）：ふるさと自然の会，（パ）：させぼパール・シー株式会社，（市）：

佐世保市，（調査室）：九十九島調査室，（島の会）：九十九島の会，（モデル）：ET推進モデル事業，
（委員会）：佐世保ET推進委員会の実施主体を示す 

表－2 自然保護団体の特徴 
ふるさと自然の会 九十九島の会 

成立年 1996年 2001年 
設立経緯 1992年ふるさと創生事業の一部として行

われた「させぼ塾」の自然調査隊の有志に
より設立された

1999年に実施された市九十九島の数調査研究
会の有志により設立された 

主な活動 ・ 希少種の保全活動（ﾆｯﾎ ﾝ゚ﾊ゙ ﾗﾀﾅｺﾞ・ﾐﾔﾏ
ｱｶﾈ等） 

・ 市レッドリスト調査事業の受託 
・ 会員向け自然観察会等イベントの開催

（日本自然保護協会自然観察指導員認
定者がガイド役を務める。12名程在籍） 

・ 九十九島ボランティアガイド（会員中23
人が参加） 

・ 子どもET In九十九島の開催（2004年
以降，年1回実施） 

・ 九十九島松くい虫被害木調査（2003年～）
・ パールシーリゾートおよび島のゴミ清掃

会員数 約200家族（2011年現在） 43名（2011年現在）
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十九島の島数を調査するための組織「九十九島の数調査研究会」

を発足した。調査結果は，2001 年 4 月 1 日に「九十九島の数は

208」と発表された 18）。 
2000年度の「九十九島キャンペーン2000」の一部として「九

十九島基礎調査事業」が実施された。1999年から開始された「島

の数調査」に加え，「陸上生物実態調査」「水生生物実態調査」「夕

日のポイント調査」も実施された 17）。 
2001 年 4 月に九十九島の数調査研究会のメンバーを中心に，

さらに九十九島のことを学習し，208 の島々の名前や植物相を記

録することを目的に「九十九島の会（以下，島の会と記す。）」が

設立された 17）。表－2に島の会の概要を示す。 
2002年にさせぼパール・シー㈱に「九十九島調査室（以下，調

査室と記す。）」が設けられ，専門スタッフを配置し，開設当初よ

り市から九十九島調査業務を受託し，九十九島に生息する動植物

の調査や水質調査を実施した 18）19）。また，2002年は市環境保全

課から市レッドデータブックが公開された。 
観光施設整備では，博物展示施設の西海パールシーセンターが

1994 年に開設され，それに伴いシーカヤック事業者U が営業を

開始する。2001年の西海国立公園南九十九島地域自然体験型利用

推進基本構想では島を活用した観光の推進が図られるようになっ

た。専業のガイド事業者はこの時期までに営業を開始した。 
この時期は，市民参加による資源情報の整備に特徴があるため，

資源情報整備期とした。 
Ⅳ期：ETルール検討期（2004年以降） 

2004年「マスツーリズムのエコ化」を目指す地域としてET推

進事業モデル地区に選定された。2004年にET推進検討会，2005
年ET推進協議会を発足させ，2006年にさせぼET基本計画を策

定した。表－3にET推進事業で実施された資源調査内容を示す。

既存の資源整理および市町村合併地域の調査が主で，九十九島に

関する新たな調査は実施されていない 20）21）22）。推進事業の終了

後の2008年に，ET推進委員会を立ち上げ，させぼETガイドラ

インを策定した。2009年に島での観光活動の利用状況を調査し，

利用制限を検討するためのET 利用ルール策定検討事業が実施さ

れた。 
2004年以降は，ET利用のためのガイドラインやルールなどが

整備された時期であるため，ETルール検討期とした。 

（２）九十九島の資源調査とガイド従事者の関係把握 
表－4に九十九島における資源調査の概要を示す。 
Ⅰ期に実施された調査には，「西海国立公園候補地学術調査

（1951）」と「西海国立公園候補地自然公園計画調査（1953）」が

ある。前者の調査は，東京大学理学部を中核とする調査団によっ

て行われた 23）。調査団は，五島地域と平戸地域の天然記念物に指

定される地理学上貴重な資源を発見した。後者の調査は，田村剛

と東京大学造園学教室の教員により実施され 24），「南九十九島は，

我が国で最も密集した小島群としての特徴があるが，同一形式の

松島よりも海水の清澄な点で景観上はるかに優れており，また長

く軍用地として保護されていたため，天然植生をしめしているの

で常緑広葉樹が陸前松島とは相異した群島景観となっている」25）

と評価し，九十九島の風景は観光資源としての価値を高めること

になる。Ⅰ期は専門家による調査で，九十九島の資源の基礎を築

いたと言える。 
Ⅱ期には資源調査報告は見られなかった。 
Ⅲ期では，1997年から自然の会が市レッドリストのための調査

を開始した。市環境保全課は 2001 年に学識経験者を含む市レッ

ドリスト作成委員会を組織し，2002年旧市域のレッドデータブッ

クを発行した 26）。自然の会 HP では 20 名の作成委員のうち 15
名が会員であるとしており 27），市の動植物調査に自然の会が大き

く貢献していることが分かる。その後も自然の会は，合併地域の

レッドリスト整備のための調査を市より受託している 28）29）。自

然観察会などのガイドを伴う活動は，会員が対象で，ガイド従事

者は日本自然保護協会の自然観察指導員認定者の 12 名程度であ

る。 
1999年からの九十九島の数調査研究会は，最終的に43人の会

員が集まり，月1回程度の研究会を開催し，島の定義を決め，現

地調査を行った上で，島数を発表した 17）。2000 年の九十九島基

礎調査事業では，熊本県菊鹿町で1株自生し，国の特別天然記念

物に指定されているマメ科の植物トビカズラを 2000 年 9 月に九

十九島トコイ島で発見した 30）。発見者は，九十九島の数調査研究

会のメンバーと自然の会副会長であった。 
2002年から調査室では調査業務が実施され，アマモ生育調査，

海岸線延長調査，ハマボウ調査，市の花であるカノコユリ調査な

どを実施し，その調査成果一部は「九十九島自然ガイド」という

媒体として市民に配布された 31）。調査室は，九十九島ボランティ

アガイド（以下，九十九島VGと記す。）の事務局を担っている。

九十九島 VG は，遊覧船や水族館でのガイドを実施している。

2002 年の発足時は島の会の有志会員により組織されていたが，

2005 年より公募を行っている。遊覧船のガイドは，乗船時間 50
分間に九十九島の自然や環境，コース内の島々についての案内を

表－4 九十九島に関わる資源調査とその概要（2009年まで） 

期 西暦 調査名 主体 対象 目的 期間 
備考 

専 市 調 自 人 目 絶 変 管 被 年数 継 

Ⅰ
期

1951 西海国立公園候補地学術調
査

○ ○ ○ ○     1  東大理学部を中核とする
調査団

1953 西海国立公園候補地自然公
園計画調査

○ ○   ○  1  田村剛および東大造園学
教室教員

Ⅲ
期

1997 絶滅危惧種調査
○ ○ ○ ○     15 ○ ふるさと自然の会

期間：1997-2011現在
2000 九十九島の数調査 ○ ○ ○     2  九十九島の数調査研究会
2001 九十九島基礎調査

（水生生物調査、陸上生物
調査、夕日のポイント調査）

○ ○ ○     1  九十九島の数調査研究会
ふるさと自然の会 

2002 アマモ生育調査 ○ ○ ○     2  期間：2002-2003
2002 自然海岸線延長距離調査 ○ ○ ○     2   
2003 松くい虫被害木調査

○ △ ○   ○  ○ 7 ○ 九十九島の会
期間：2003-2009

ハマボウ調査 ○ ○ ○     7 ○ 期間：2003-2009
カノコユリ生育調査 ○ ○ ○ ○    1  国(VN),県(VN),市(EN)

Ⅳ
期

2004 島名調査
○ ○ ○ ○     1  長崎県立大学との合同調

査 
ハマザシ調査

○ ○ ○ ○    2  国(NT),県(NT),市(NT)
期間：2004，2007

鳥類調査 ○ ○ ○     5 ○ 期間：2004-2008
蝶類調査

○ ○ ○     2  パールシーリゾート周辺
期間：2004-2005

沿岸性ウミアメンボ調査
○ ○ ○ ○ ○    4 ○ 

盛岡大学との合同調査、
国(VU),県(EN),市(NT) 
期間：2004、2007-2009

ETに関わる素材調査 ○ ○     1  ET推進モデル事業
ETに関わる人材調査 ○ ○   ○  1  ET推進モデル事業
エコツアーブログラム調査 ○ ○   ○  1  ET推進モデル事業

2005 海藻調査 ○ ○ ○     5 ○ 期間：2005-2009
ベッコウトンボ調査

○ ○ ○ ○    1  国(CR+EN),県(CR),
市(CR)

ムラサキツバメ越冬調査 ○ ○   ○   3  期間：2005-2006、2008
2006 外来種マツ同定調査 ○ ○ ○     1  金重島

シロウオ遡上産卵確認調査 ○ ○ ○ ○    1  国(VU),県(NT),市(VU)
水質調査

△ ○ ○   ○   4 ○ 分析は調査専門会社
期間：2006-2009

2007 イノシシ被害調査 ○ ○     ○ 1   
ハマジンチョウ調査 ○ ○ ○ ○    1  国(VN),県(NT),市(EN)
砂浜の甲虫類採取調査

○ ○ ○ ○     2  高校との合同
期間：2008-2009

伝馬船造船作業の記録調査 ○ ○      1   
2008 祭事調査 ○ ○      1   
2009 九十九島利用に関する調査

○ ○ ○   ○  1  ET 利用ルール策定検討
業務

主体は調査主体の略で，専：専門家、市：市民、調：九十九島調査室を意味し、○は主体的な立場△は補佐的
な立場を示す。対象は調査対象の略で，自：自然資源，人：人文資源を意味する。目的は調査目的の略で、目：
目録作成、変：環境変化の把握、絶：絶滅危惧種の把握、被：被害状況の把握を意味する。期間は調査期間の
略。CR：絶滅危惧ⅠA種、EN：絶滅危惧ⅠB種、VN：絶滅危惧Ⅱ種、NT：準絶滅危惧種 九十九島調査室
に関する情報は，2005年から2009年の「九十九島調査事業報告書」を参照した。 

表－3 ET推進事業における資源調査 
年度 資源調査内容
2004 ・市および合併予定地域における資源に関するアンケートおよびヒアリング調査・整理・集約

・ 佐世保および周辺地域における既存のエコツアー等プログラムに関するアンケートおよびヒ
アリング調査・整理・集約 

・ 佐世保における既存の人材に関するアンケートおよびヒアリング調査・整理・集約
2005 資源の補完調査および評価分析（合併地域の資源と人材に関するアンケート調査）

・ 世知原地域、吉井地域、小佐々地域、宇久地域 
2006 資源調査研究業務の実施

・ 宇久地域：自然環境に関する実地調査 
・ 世知原地域：石橋群に関する実地調査 
・ 中心市街地域：三ヶ町、四ヶ町アーケードに関する実地調査 
・ 小佐々地域：大悲観公園の実地調査
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する。ガイド従事者として登録するには，調査室（現在は九十九

島ビジターセンター）が行う九十九島の自然やガイドマナーを学

ぶための初期研修を受講する必要がある 32）。ガイド従事者の活動

実績は，年数回から月 30 回以上とバラツキがある。ガイドに従

事し，毎日のように九十九島遊覧をしているうち松枯れに気が付

き，2003年から島の会で松くい虫被害木調査を実施することにな

った33）。ガイド回数が最多のM氏は，2003年からガイドを始め，

これまでに3000回以上乗船している 34）。毎日のように観察して

いると，見慣れた島や岩が別の姿に見えてきて，「ライオン岩」や

「ゴジラ岩」といった奇岩を発見した。2005年から奇岩の説明を

案内に取入れるようになり，自作の奇岩マップを作成し，新たな

観光資源となっている 35）。また，ガイド従事者は日々の気づきや

変化を日誌として記録し，九十九島調査員や水族館職員およびメ

ンバー同士の情報共有を実施し，ガイド技術の向上に役立ててい

る 36）37）。 
Ⅳ期には，主に調査室による調査が実施されている。多くは自

然環境に関わる資源調査であるが，島名調査や伝馬船調査，祭事

調査などの人文資源調査もみられるようになった。また，ET 推

進モデル事業では，市により人材や素材，プログラムに関する調

査が実施された。表－5は，ETに関する人材調査結果のうち，資

源に関わる人材の所属である。61名の人材が発掘されたが，専業

の観光関連事業者はさせぼパール・シー㈱，シーカヤックガイド

事業者，瀬渡し船事業者，ダイビングガイド事業者，ヨットガイ

ド事業者の合計 19 名であり，島の会や自然の会に所属するボラ

ンティアの人材が35名と多数を占める。 
これまで九十九島の資源に関する情報が乏しいことから，資源

の目録作成を目的とする調査が多く実施されている。少数だが，

松くい虫被害木調査や水質調査などの継続調査も実施されている。

今後，自然の会の絶滅危惧種調査は，合併地域の目録づくりが終

わると，再度旧市街地に戻り，経年変化を確認する作業に移る 28）。 

４．考察 
九十九島地域のET の資源は，国立公園指定の際の学術的な調

査を基礎として，その上に市民参加による資源調査を経て，地域

の資源を発展させてきたと考えられる。 
市民参加による資源調査は，九十九島に対する愛着や関心を産

み，島の会を組織させた。そしてその中から，九十九島VGのガ

イド従事者を輩出するようになった。また，ガイド従事者は毎日

のように九十九島を案内することから，松くい虫被害木調査の実

施し，奇岩という新たな資源を生み出した。市による松くい虫被

害対策は 1962 年から実施されており，当初空中散布による対策

であったが，水産業および国立公園区域の自然環境への影響を考

慮し，1989 年以降は予防剤の樹幹注入を実施している 38）。九十

九島の会による松くい虫被害木調査は，市民オンブズマンとして

の役割があると考えられる。 

５．まとめ 
西海国立公園のように身近な自然環境を特徴とする国立公園で

は，ガイド従事者は資源の発展者であると同時に，その資源の保

護の担い手であることが明らかとなった。保護の担い手としての

役割は，武ら 39）が九十九島のシーカヤックガイド従事者および

ガイド補助者にも自然環境モニタリングの能力を示唆したことか

らも明らかである。 
2009年のET利用ルール作成検討事業では，希少種の盗掘やマ

リンレジャー利用者のマナー問題などが指摘された 40）。現状では，

利用規制などの緊急な対策が必要とされる状況にないが，今後は

九十九島でET を発展させるために，調査室を中心に，ボランテ

ィアおよび専業ガイド従事者からの自然環境情報を効果的に収集

し，フィードバックして，資源の価値を高めたり，保全対策に応

用したりできる仕組みづくりが必要であると考える。 
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28） 2011年3月8日の佐世保市環境部環境保全課へのヒアリング調査による 
29） 2011年3月8日のふるさと自然の会へのヒアリング調査による 
30） 2001年5月11日，毎日新聞（地方版/福岡），「国の天然記念物トビカズラ，九十

九島で大繁殖」 
31） 2003 年4 月7 日，読売新聞（西部朝刊/長崎），「九十九島の見所照会，佐世保市

がガイド刊行」 
32） 2011年3月8日の九十九島ビジターセンターへのヒアリング調査による。ボラン

ティアガイド発足時から実施され、2011年度は全9回の初期研修が用意されてい
る。 

33） 2011年3月9日の九十九島の会へのヒアリング調査による 
34） 2007年10月21日，読売新聞（西部朝刊/長崎）「奇岩いっぱい九十九島，奇想で

観光活性化」 
35） 西村千尋（2011）：海洋型エコツーリズム－九十九島（長崎県），地域を守ってい

かすエコツーリズム，講談社，174-183 
36） 2011年3月8日の九十九島ビジターセンターへのヒアリング調査による 
37） 西海パールシーリゾート，九十九島遊覧船 乗船ボランティアガイド， 

http://www.pearlsea.jp/volunteer/，更新日不明，2011.9.26参照 
38） 2011年3月8日の佐世保市農林商工部農林整備課へのヒアリング調査による 
39） 武正憲ら（2010）南九十九島エコツアーにおけるガイド補助者の業務と環境認識

に関する研究，ランドスケープ研究73（5），489-492 
40） 財団法人ながさき地域政策研究所（2009）：平成21年度九十九島エコツーリズム

利用ルール策定検討業務報告書，74pp 

表－5 既存の資源に係る人材 
所属 人数 備考 

九十九島の会 24名 ボランティアガイド 
ふるさと自然の会 11名 うち1名九十九島の会所属 
させぼパール・シー（株） 9名 うち1名退職者 
シーカヤックガイド事業者 4名 事業者F2名，事業者U2名 
瀬渡し船事業者 3名 事業者毎に1名所属 
ダイビングガイド事業者 2名 事業者W1名，事業者D1名 
ヨットガイド事業者 1名  
その他の所属 8名 大学教員等各1名 
合計 61名  
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